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●問合せ　学校連携・こども担当　　540-2388　　540-2426

いじめに関すること 市いじめ110番

市学校生活あんしんダイヤルいじめや不登校、学校生活等 火～金曜　9：00 ～ 17：00

子どもに関する相談先一覧

市青少年相談センター 平日　8：45 ～ 17：00

よこはま北部ユースプラザ 月～土曜　11：00 ～ 19：00
（第3月曜除く）

ひきこもり等の専門相談
（区役所1階14番窓口）

第1・3火曜
13：30 ～ 16：30

県かながわ子ども・若者総合
相談センター

子どもや若者(39歳まで)の
さまざまな悩みに関すること

火～日曜　9：00 ～ 16：00
（12：00 ～ 13：00除く）

ユーステレホンコーナー
（神奈川県警察）

少年（20歳未満）の非行問題や
いじめ、犯罪被害等 平日　8：30 ～ 17：15

市総合リハビリテーション
センター子どもの発達や療育 平日　8：45 ～ 17：15

生活支援係
（区役所1階15番窓口）経済的な悩み

市ひとり親サポートよこはまひとり親での子育てや生活、
子どもがいる世帯での離婚の悩み 平日　9：00 ～ 20：30

横浜型児童家庭支援センター
ラ・コッコラ港北子育てや子どもとの関わり方 平日　9：00 ～ 17：00

港北区地域子育て支援拠点
どろっぷ・
どろっぷサテライト

未就学児の子育てに関すること

火～土曜　9：30 ～ 16：00
横浜子育てパートナー
(どろっぷ・
どろっぷサテライト)

子育ての悩みの相談先、
子育て支援情報

市よこはま子ども虐待
ホットライン子どもへの虐待やその恐れ

毎日24時間

市北部児童相談所

毎日24時間

若者（15歳～39歳）の
ひきこもりや不登校等
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平日　8：45 ～ 17：00
（12：00 ～ 13：00除く）

平日　8:45 ～ 17：15

0120-671-388

電話かファクス
か面談（要予約）

0120-45-7867
641-1975

電話か
ファクス

473-0666
473-0809

市児童相談所
(電話児童相談室)18歳未満の子どもに関すること 月～土曜　9：00 ～ 17：30

（土曜は16：30まで）電話 260-4152

電話か
面談（要予約) 717-6740

電話
540-7420（どろっぷ)
633-1078（どろっぷサテライト)

電話
547-1180（どろっぷ)
547-1182（どろっぷサテライト)

電話か面談
（予約不要） 540-2329

電話か
ウェブサイト 663-4188

電話 0120-805-240

電話 948-2441

電話

電話

624-9081

電話 260-6615

電話 948-5503

電話 242-8201

面談（要予約） 540-2388

子どもが学校に
行きたがらなくて…

子どもの生活習慣が
乱れていて…

なんとなく
イライラする…

先生に相談
できなくて…

近所の子が虐待
されているかも…

18歳以下の子どもに関すること
（発達や不登校、友人関係等）

子ども・家庭支援相談
（区役所1階14番窓口） 平日　8：45 ～ 17：00電話か

面談（要予約） 540-2388

他にもこんな
相談先があります

相談内容 相談機関 相談方法 相談日時

子どもに関することで困ったら子どもに関することで困ったら 保存版

　18歳以下の子どもや保護者が抱える悩みや不安について、区役所の
専門スタッフ※に相談できます。1人で抱え込まず、解決の糸口を一緒に
探しませんか。近隣の人が匿名で相談することもできます。
　まずはお電話ください。面談の際は、マスク着用・テーブル消毒等、感
染症対策をしっかりと行っています。
※教育相談員・学校カウンセラー・保育士・
　保健師・臨床心理士

540-2388（平日8時45分～17時）

子ども・家庭支援相談
区役所1階14番窓口

まず相談してみてください相談例

　区民の皆さんの港北のまちや区政に対する意識や期待、
生活に関する考え方等について、4年に1度の区民意識調査
を実施しました。回答へのご協力ありがとうございました。
　把握した課題や要望は、今後の区政運営に役立てていき
ます。

本調査では、今回初めて地区別の報告書も作
成しました。地区別の報告書やその他の項目
の調査結果は、区ウェブサイトで公開してい
ます。また、企画調整係(区役所4階42番窓
口)でも閲覧できます。地区ごとの特色が表れ
た結果となったので、ぜひご覧ください。

在宅避難に必要な飲料水や食料等の備
蓄は、十分ではありませんでした。

「住み続ける」と「たぶん住み続ける」の合計は
約7割と、高い定住意向を維持しています。

●問合せ　企画調整係 　　540-2229　　540-2209

港北区　区民意識調査 　検索

住み続ける
35%

たぶん
住み続ける 36%

わからない
15%

無回答1%

移転する
3%

たぶん
移転する11%

携帯ラジオ、懐中電灯等
非常持ち出し品の準備 58％

55％

40％

23％

13％

3日分以上の飲料水の備蓄

3日分以上の食料の備蓄

3日分以上の
トイレパックの備蓄

何も準備はしていない

17％32％41％

4％17％47％

2％
4％

3％23％

3％
無回答

5％
無回答

備蓄品リストは区防災マップに
掲載しています

たまに立ち話をする 困ったときはいつも
相談したり助け合ったりする

①港北区内にお住まいの18歳以上の方3,000人
　 (60人の外国籍区民含む)
②インターネット登録モニターによるWEB調査
　400人以上

令和2年5月20日～ 6月19日

①1,819票(回収率60.6%)　②WEB調査 412票

調査対象

調査期間
回収数等
※各項目の比率は四捨五入されているため、合計が100%にならない
場合があります

調査概要

交通が便利…70%

住んでいる場所に
愛着がある…57%

買い物に便利
　　   …45%

たまに立ち
話をする

一緒に買い物に
行く等、ある程度
親しくしている

顔を見かける
程度で、声を掛
けることはない

顔もよく
知らない

※祝休日・年末年始が休みの場合もあります

専門スタッフ

　区内には市営地下鉄・JR・新幹線・東急線が走っており、
東京都心部へのアクセスが容易です。2022年度下期の
相鉄・東急直通線「新綱島駅」※の開業に併せてまちづく
りが進められており、ますます利便性が向上します。
　一方「充実すべき公共サービス」の設問では、「通勤・
通学・買い物道路や歩道の整備」への回答が40%と最
も多く、より充実するべきという声が上がっています。

※駅名称は法的手続後、正式決定します

困ったときは
いつも相談したり
助け合ったりする

スーパー

港北
緑や自然が多い
　　　　…30％

治安が良い
　　…34%


